
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容：  

 

 近年、地球温暖化やオゾン層の破壊、酸性雨など、環境問題が深刻化している。海運業においても船舶を運航する上

で、化石燃料への依存度が高く、排ガス規制や燃料油価格の高騰などにより、さらなる省エネルギー化が望まれる。そ

の対応策の一つとして、舶用機関からの排熱を回収し有効利用する排熱温度差発電が注目されている。本研究で

検証している有機ランキンサイクルを用いたバイナリー発電は、地熱発電や温泉水発電等に採用されている。しか

しながら、キガリ改正の規制対象外になるHFO冷媒を用いた発電システムに関する研究結果は少ない。したがって

本研究では、舶用排熱発電システムに HFO 冷媒を採用した場合の正味出力の特性について検討する。 

 図に有機ランキンサイクルと各冷媒の特性(P-h 線図)を示す。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
        有機ランキンサイクル                  各冷媒の特性（P-h 線図） 
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提供可能な設備・機器：  
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